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問題１ 以下の小問に答えなさい（配点２５点）

（１）Ａは､ＹのＢに対する債権を担保するために自己所有の不動産に抵当権を設定した｡

Ａの一般債権者Ｘは、ＹのＢに対する債権が消滅時効にかかっているとして、その

時効援用権を行使することができるか。また、その他の方法は考えられないか。

（２）判例によれば、時効援用権者とは、時効援用により直接に利益を得る者である。Ｙ

は、Ａから融資を受け、自ら所有する不動産甲についてＡのために第１順位の抵当

権を設定した。その後、Ｙは、Ｘからも融資を受け、甲についてＸのためにも第２

順位の抵当権を設定した。Ｘは、ＡのＹに対する被担保債権の消滅時効を援用する

ことができるか。

（３）Ｘは、土地を数量指示売買でＹから購入し､代金を支払い､引渡しを受けた。Ｘは、

購入から１２年後に同土地が数量不足であることに気がついた。Ｙは、売買契約当

時、当該土地が数量不足であることを全く認識していなかった。Ｘは、数量不足を

知った翌日にＹに対して代金減額を求めた。Ｘの請求は認められるか。肯定、否定

の理由を示して答えなさい。



問題２（配点２５点）

Ａは、Ｂに対して売掛金債権を有している。Ａは、この債権をＣに譲渡するとともに、

その旨をＢに通知した。

Ｂも、Ａに対して反対債権を有している。Ｂは、この債権を自働債権とし、売掛金債権

を受働債権として相殺を主張し、Ｃに対抗することができるか。①ＡのＢへの債権譲渡の

通知後にＢが反対債権を取得した場合と、②その通知前にＢが反対債権を取得した場合と

を区別して論じなさい。



問題３ 以下の文章を読み、小問に答えなさい （配点２５点）。

Ａは、友人ＢがＣから1000万円の融資を受けるのに際して、Ａの父Ｄに無断で勝手にそ

。 、の代理人としてＤを連帯保証人とする連帯保証契約を締結した その後Ｄが死亡したので

ＣはＡに支払いを求めてきた。

（１）Ｄの相続人が、Ａのみの場合と、Ｄの配偶者とＡとである場合とでは、Ａの債務

はどのように異なるか。

（２）Ｄが生前本件連帯保証契約の存在を知り、これを拒絶していた場合、ＣはＡに債

務の履行を請求することができるか。

（３）Ｄの死後、全財産をＤの弟Ｅに譲ると書かれたＤの自筆証書遺言が見つかった。

Ｅは、Ｃからの支払請求に対し、どのような主張をすることができるか。



問題４（配点２５点）

Ａが所有する甲土地は、昨今の不動産不況のもとで用途も定まらないままに放置されて

いた。現在では、Ｂが、Ａによる甲土地の管理が行き届かないのに乗じ、その土地上に乙

建物を建ててこれを所有し、賃借人Ｃに乙建物を占有させている。ところが、Ａ自身は、

Ｂらによる甲土地の占有状態に関心を示さず、全く動こうとしない。

このような状況に業を煮やしているのは、甲土地上の地役権や留置権、抵当権の存在を

主張する者たちである。以下の設問に答えなさい。

（１） 甲土地上に通行地役権を取得しているＤは、乙建物所有者Ｂおよび同建物賃借人

Ｃに対し、どのような請求をすることができるか。

（２） ＢおよびＣが甲土地の占有を開始する以前、Ａから甲土地とこれに隣接する丙土

地の造成工事を一括して請け負ったＥは、工事請負代金の一部未払いを理由とし

て、甲土地をＡに引き渡したのちも丙土地を占有し続けている。上記の請負代金

債権を被担保債権として留置権を主張するＥは、ＢおよびＣに対してその留置権

にもとづく請求をすることができるか。

（３） Ａ所有の甲土地上に抵当権の設定を受けたＦは、ＢおよびＣに対してどのような

請求をすることができるか。


